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「白河城御櫓絵図」より清水門の構造が描かれた断面図

「白河城御櫓絵図」より清水門の間取り
（右が二階を表現する貼り紙で、それをめくると左の一階が描かれる）

旧城下町・白河のシンボルである小峰城。その新たなシ
ンボルに加わる清水門の完成まで、定期的に、工事の現
状や清水門の魅力を、ミニペーパー的にお知らせします。
本紙の制作は、伝統木造建築を専門とする東北工業大学
建築史研究室が担当します。建築学生の視線で、わかり
やすい解説や魅力発信を目指します。

今回の工事では江戸時代に描かれた「絵図」がカギとなり
ます。藩主・松平定信時代に描かれた清水門の絵図には、
材木の樹種や寸法が克明に記録されていたのです。例えば
右の絵図には、貼り紙で一階と二階の両方の間取りが丁寧
に描かれます。詳細な情報をもつ、この絵図を手がかりと
して、復元が可能となったのです。

~復元工事の近況を、お知らせします~

~江戸時代の絵図に基づいて復元~


